
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やぁ、みんな！富里市のアイドル、とみちゃんだよ！ 

富里市では協働のまちづくりを推進していて、９月からは新たに 

毎月連続で協働のまちづくり講座（全６回）が始まり、たくさんの

市民と市職員が参加したよ。 

第１回目のテーマは「自治体の現状と課題」ということで、講師に

千葉大学法経学部准教授の関谷先生、ファシリテーター（司会）に

まちづくりプロデューサーの中村さんをお招きしたよ。 

講座での相川市長の挨拶。富里市では、市長の言うとおり市民の 

皆さんが計画策定に携わったり、市民活動などでまちづくりに参画

し始めてはいるんだけど、まちづくりに参画している人は一部の人

に限られていて，まだまだ市全域に協働のまちづくりが浸透してい

るとは言えないんだ。この講座を通して、協働が広まっていけばい

いな。 

ところで・・・「協働」ってどういうことか僕も良くわかっていな

いんだよなぁ。協働ってどういうこと？なぜ今、協働が必要なの？ 

教えて、関谷先生！ 

～講座を通して、とみちゃんが協働を学びます～ 

第１回９月２５日開催 

（参加者１０９名） 

〈相川市長挨拶より抜粋〉 

 富里市では協働のまちづくり条例・推進計画に基づき、協働

のまちづくりを進めています。市民活動推進課が主体的に進め

ていますが、市職員全員が協働を理解し、職員がまちづくりに

参画していかなければ、市民の皆さんもまちづくりに参画して

くれないと私は考えています。 

今回の参加者の中には、条例・計画策定に携わっていただいた

市民の皆さんも見えますが、行政と市民が一緒になって富里市

の明るい未来を築いていければ幸いです。 
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〈次回の講座の日程〉 

 

 

 

 

 

 

「協働」とは新しいまちづくりの手法で、簡単に説明すると地域の皆で  

地域の課題解決に向けて取り組んでいこうということだよ。 

従来は「行政の無謬
むびゅう

性
せい

の神話」といって、市民生活のあらゆる課題を行政

が解決するという構造だったんだけど、現在では少子高齢化問題をはじめ

とする様々な社会問題が噴出し、市民のニーズも複雑・多様化してきた。

だから、行政のみによる公共サービスでは、肥大した市民のニーズに網羅

的に応えることには限界があり、「無謬
むびゅう

性
せい

の神話」は過去のものとなった

んだ。 

また、課題解決は、問題を抱えている現場に最も近いところから取り組ん

でいかなければならなくなり、行政については地方分権によって身近な  

政府を活性化させ、市民については地域コミュニティで相互の支え合いを

活性化させていく必要があるんだ。 

持続可能な地域社会とするためには、誰かに任せておけばいいのではなく、

地域や団体の壁を越えて、様々なアイデアや取組みを持ち寄り、課題解決

のための連携を作り出していくことが大切だね。もはや協働なくして地域

の存続は不可能といっても過言ではない状況なんだ。 

 

 

 なるほど～。従来の行政任せのまちづくりではダメで、市民として

できることは協力（自助・共助）してやっていかなければならない

んだね。行政も協働でできそうな事業を市民に提案するなど、協働

を探っていく努力が必要だね。 

協働がどういうものでなぜ必要なのかはわかったけれど・・・具体

的に僕は富里市のために何をすればいいんだろう。富里市ではどう

いうことが問題になっているかわからないや。教えて、中村さん！ 

協働がどういうものかわかったかな。とみちゃんの言うとおり、協働の

まちづくりを進めていくためには、地域の課題を把握して、皆で共有し

て、皆で解決策を見つけなければならないんだ。 

だから、次回以降の講座ではもっと具体的に、富里市の課題を掘り起こ

して、皆で解決策を探っていくよ。 

第２回 １０月２３日（火） 地域福祉と市民協働 

 

 次回のテーマは「地域福祉と市民協働」かぁ。市民活動推進課によ

ると、高齢者福祉に重点を置いて、市役所の高齢者福祉課と高齢者

福祉を活動分野としている市民活動団体が現状と課題を説明して 

くれるみたいだよ。富里市の課題が見えてくれば、僕にできること

がわかるかも。次回も講座に参加して皆と一緒に考えてみよっと！ 

協働のまちづくりを考える上で重要なのは、「自分はその分野には 

関係ない」と他人事のように捉えてはいけないということ！ 

地域の課題は、地域の皆で解決しよう。次回も是非参加してね！ 

 

講師兼 

アドバイザー 

関谷 昇先生 

ファシリテーター

（司会） 

中村 正明さん 
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第２回 

第２回目のテーマは「地域福祉と市民協働 

(高齢者の見守りと介護予防)」ということで、

雨の中、今回もたくさんの方が参加したよ。 

今回は、高齢者福祉課の平野さん・原さんと

民生委員児童委員協議会会長・浩養地区社会

福祉協議会代表の宮川さんに取り組みを発表

していただいて、参加者の皆で意見交換をし

たよ。 

（％） 

（年） 

参
考
：
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

及
び
富
里
市
総
合
計
画
よ
り
↓ 

上図は高齢化率の推移を示した 

もの。富里市は、2010年は全国・

千葉県よりも低い水準だったけど、

2020 年にはほぼ同じ値になる 

ことから、今後急激に高齢化が進む

ことがわかるね。市や民生委員は 

どんな取り組みをしているのかな。 

～
講
座
を
通
し
て
と
み
ち
ゃ
ん
が
協
働
を
学
び
ま
す
～ 

協働のまちづくり講座 
「地域福祉と市民協働」 

１０月２３日開催 

参加者１０７名！ 

発行・問い合わせ 

市民活動推進課 ９３－１１１７ 



＜市の取り組み＞ 

・生活機能チェックリストの配付 

 →自身の生活機能を確認いただき、回答のない方

については個別訪問により状況を確認 

・高齢者見守り緊急通報装置の設置 

 →心身に不安のある一人暮らしの高齢者、寝たき

りの方等を抱えている高齢者のみの世帯を 

対象に、看護師等が２４時間待機している 

「受信センター」に通報できる電話機・ペンダ

ント型発信機を貸与 

・独居高齢者等への配食サービス 

 →食事の用意(調理)が困難な一人暮らし高齢者 

及び高齢者世帯に対し、定期的に給食（弁当）

を配達して高齢者の食生活（低栄養）の改善を

図るとともに安否確認（見守り）も実施 

・高齢者が地域で元気に暮らせるために 

 →要支援・要介護になってしまう可能性のある高

齢者を対象に、筋力アップ・栄養改善・口腔機

能向上等を目的とした介護予防教室を開催 

  また、元気な高齢者に対しての介護予防教室も

開催 

※これらは取り組みの一例です 

＜民生委員の取り組み＞ 

・高齢者の見守りとして個別訪問（市と連携） 

 →同時に悪徳商法に気を付けるよう促す 

・各種講習の受講 

→救命講習・自殺対策講習・認知症講習等、見守

り活動に必要なスキルを身に付ける 

・各種イベントでの活動 

 →社会を明るくする運動、福祉まつりなど 

・地区社会福祉協議会での活動 

 →高齢者のための地域サロン、子育て支援、異世代

間交流（地域の人と人をつなぐ）など 

※これらの取り組みのほか、様々 な福祉分野で活動し

ています 

しかし、現状として・・・ 

・高齢者は一人ひとり違う生活を送っており、何を望んでいるかは違うため、行政が一括で見守るのは困難

である→例えば、「話し相手がいない」という悩みに対応できない 

・民生委員も担当の地区を毎日一人で訪問するには限界がある（地区によっては何百件と回らなければなら

ない）し、民生委員の世話になることが恥だと感じる高齢者もおり、地域から閉ざしてしまう人もいる 

 →孤独死の問題に繋がる可能性があり、民生委員としては担当地区の高齢者が亡くなると精神的負担が 

大きい（責任を感じてしまう） 

 

高齢者の見守りは限界に達している！ 

（多岐にわたるニーズに対応できていない） 

地域での支えあい・見守りが必要！！ 



  
増え続ける高齢者に対して地域で支えていかなければ支えきれない状況なんだね。区長

会の話し合いでも自治会の高齢化が問題となっていて、「自分の地区くらいは自分で見守

るつもりでなければならない」といった意見が区長さんから挙げられていたよ。自治会

とうまく連携できると見守りを強化できると思うんだ。地域の元気な高齢者が、支援が

必要な高齢者を見守るというのもいいかもしれないね。 

参加者の皆さんからは、どのような意見があったのかな。 

＜参加者からの意見・提案＞ 

・高齢者見守り緊急通報装置については、利用者が減少傾向にあり、携帯電話の普及や民間業者の参入が  

要因とのことだが、ほかにも原因があると思う。通報があると協力員（民生委員が協力者となっている  

場合もある）も大変な面もあるが、状況把握のためには非常に助かる。見守りには有効な事業であるため、

もう少し申請基準を緩和して利用しやすくしてはどうか。（民生委員 男性） 

・現在、市の緊急通報装置ではなく、民間の高齢者見守り緊急通報システムを普及させるべく活動しており、

自身が加入する自治会で独自に購入し、希望する家庭に機器を設置している。（自治会 男性） 

・どこに誰が住んでいるか把握している郵便配達員等の事業者に見守りを担ってもらってはどうか。また、

高齢者への配食サービスについて企業を導入したり、給食センターの委託業者に配食サービスを含めて 

契約して、配食と同時に見守りを行ってはどうか。（男性） 

・事業者と協定を結ぶ場合、見守りのための協定制度を作ったことを市民に広く周知してほしい。（市民  

活動団体 男性） 

・地域現場も個々 に情報を保有していて、市が把握していない情報もあるはず。しかし、市民同士・事業者

が保有する情報と市・民生委員が保有する情報がつながっていない。情報はあるがどのように活動につな

げていくかが難しく、活動者の人材発掘とリーダーの養成が課題だと思う。リーダー養成に詳しい中村さ

んにアドバイスを頂きたい。（市民活動団体 男性） 

・独居高齢者は孤独を抱えており、仲間を作りたいと思っている。自分も仲間を作りたいと思っているが、

高齢者が参加できる機会などの情報を集めることが難しい。市として、高齢者の仲間づくりを支援してほ

しい。 

・シルバークラブに加入しているが、70・80 代も多数いるため、地区で高齢者が接する機会としては、   

老人クラブが一番だと思う。しかし、高齢者へのシルバークラブの活動の周知に苦慮しているのが現状 

である。（シルバークラブ 男性） 

・近年、自治会加入者が少なくなってきているが、隣同士を見守るシステム事例について前回関谷先生から

紹介があったが、それについて教えてほしい。（市民活動団体 女性） 

【
参
加
者
の
発
言
の
様
子
】 



＜地域で見守り体制づくりのための気づき＞ 

・ひょっとして 

 窓が閉まっている、郵便受けがいっぱいなど 

 →おうちの中で倒れているかも！？ 

・もしかして 

 暑い日に長時間外にいる、道路で足取りがおぼつかないなど 

 →事故が起こるかも！？ 

・虐待ではないか 

 家の中から怒鳴り声、あざや傷があるのに理由をはっきり 

言わないなど 

 →ただし、高齢者を支える家族への配慮も必要 

 

 日にち テーマ 

第
３
回 

11/27(火) 

子育て・教育と市民協働 

「放課後の子育て支援 

及び地域における青少

年の健全育成」 

たくさんの意見が出てきたね。それだけ参加者の皆さんも高齢者の見守りについて深刻に 

捉えているということだね。特に事業者に見守りを担ってもらうというのはすごく良い 

アイデアだと思う。協働は市民と行政だけの連携ではなく、地域の皆で取り組むべきもの

だからね。 

それでは、関谷先生と中村さんからアドバイスを頂いて、今後につなげていこう。 

まず、参加者の方から質問のあった隣同士を見守るシステムについてだけれど、東京都の

立川市のある集合住宅では、隣近所で見守ることを自分たちでルール化しているんだ。と

みちゃんが言うように富里市の自治会でも合意のもとお互いを見守る体制ができるとい

いね。 

高齢者と地域をつなぐには網の目のような環境を作っていく必要があって、誰かがやるだ

ろうと他人事のように捉えていては、もれ落ちる人が出てきてしまう。高齢者が地域に 

入りやすいように入口をたくさん作ることが大切だね。 

高齢者の見守りについて高齢者福祉課と宮川さんに取り組みを発表していただいたけれ

ど、地区社協の取り組みで異世代間交流を実践しているのは素晴らしい。参加者に取り組

みを理解していただけたことは協働の第一歩だけれど、それに加えて発表だけで終わらせ

ず、「できていないこと、足りないこと」を行政の側も市民の側も率直に伝え合い、それ

を補うために何ができるか一緒に考えることができる「共通の土俵」が作れるといいね。 

リーダーの育成について質問があったけど、私は「地域のつなぎ役」を輩出できるように、

顔の見える関係づくりをしているよ。例えば、商店会の会議に地域の人を招いて、地域と

商店会をつないだり、次の世代を担う人（２代目）に活動する場を作ったりしているよ。

これも関谷先生のいう「共通の土俵」の一つの形だね。 

「共通の土俵」かぁ～、この講座が一つの土俵になればいいな。 

最後に高齢者福祉課から発表のあった地域の見守り体制を充実させるための気づきの 

ポイントをまとめてみたよ。実践してみてね。 

それから次回の講座のお知らせだよ。次回のテーマは「子育て・教育と市民協働」という

ことで、この分野も課題が多そうだね。市民活動推進課は男女共同参画も推進しているの

で、子育て中のパパさんにも参加してもらいたいな。次回も皆で一緒に考えよう！ 

11/26ＰＭ3：００まで

に市民活動推進課へ 

お申し込みください 

TEL(93―1117) 

 



 

  

 

～講座を通して、とみちゃんが協働を学びます～ 

 

第３回 

「子育て・教育と市民協働」 

協働のまちづくり講座 

 
１１月２７日開催 

参加者１２８名！！ 

発行・問い合わせ 

市民活動推進課 

９３－１１１７ 

うわぁ！すごい数の参加者だぁ！第３回目のテーマは「子育て・教育と市民協働（放課後

の子育て支援及び地域における青少年の健全育成）」！子どもは富里市の未来！子育て・教

育について真剣に考えてくれる人がこんなにいるなんて嬉しいね。 

今回は、子育て支援課の永田さんと富里南学童クラブ運営委員会会長の五十嵐さん・指導

員の井花さん、それから学校教育課の加藤さんと生涯学習課の内山さんと富里市青少年相

談員連絡協議会会長の三宅さんにそれぞれ取り組みを発表していただいて、参加者の皆で

意見交換をしたよ。 

 
今回の講座は、大きく分けて①放課後の子育て支援として、学童クラブの取り組み②地

域における青少年健全育成として、児童見守り・青少年相談員の取り組みについての内

容だったけど、学童クラブと青少年相談員という制度を初めて聞いた人も多いのではな

いかな。ちょっとおさらいしてみよう。 

保護者が労働等で昼間家庭にいない 

おおむね小学３年生以下の児童に対し、

学校内や児童館等を利用して放課後の

生活の場を与ると共に、適切な遊びを 

通して児童の健全育成を図る 

 

学童クラブって？ 

へぇ～、学校での授業以外でも児童の教育の場があったんだ

ね。学校では教師等限られた人しか教育できないけど、これ

なら協働の余地がありそうだぞ。それぞれどんな取り組みを

しているのか、市の取り組みと合わせて紹介するね。 

青少年相談員って？ 
社会全体で青少年の成長を支え、守り育てて 

いくことを目的に、区長（市政協力員）の  

推薦により富里市長及び千葉県知事から委嘱

を受け、地域で活動を行う人たち（任期３年、

富里市では４６名が活動している） 



 

  ①放課後の子育て支援（学童クラブ） 

＜学童クラブの必要性＞ 

・仕事と子育ての両立支援 

→働きながら子育てできる環境を整えることで、

子育て支援と少子化対策ができる 

・核家族化や地域のつながりの希薄化 

→子育てに対して周囲の手助けを求めにくく、子

育てをサポートする機能を担う必要がある 

・長時間労働等で親子の関わりが不十分 

→親と子の橋渡しをする機能を担う必要がある 

・ひとり親家庭の増加 

→親の負担が大きく、放課後も預かってほしい 

という声も多い 

＜学童クラブの設置状況＞ 

市が施設を設置し、運営を保護者が組織する運営

委員会が行う（公設民営）学童クラブが３か所 

（日吉台・富里南・根木名）、民間事業者が運営

する学童クラブが２か所ある。特に富里南地区で

は放課後の子育てニーズが多い。 

＜富里南学童クラブの方針と工夫＞ 

【運営方針】 

同・異年齢の児童や指導員との関わりの中で、個性を

大切にしつつ集団の一員として自主性・社会性を高め、

情操を豊かにし、次世代を担う児童が健やかに育つよ

うに 

方針①児童が安全にすごせる 

→怪我の無いように施設・遊具等の点検を欠かさない 

方針②児童が安心してのびのびすごせる 

→家庭や学校での生活状況を把握し、児童一人一人の

心を理解するよう努める 

方針③児童の健やかな成長支援 

→基本的な生活力・コミュニケーション力・遊びに  

児童の考えを取り入れ自分たちでルールを決める等

考える力を養い、児童の自立を目指す 

方針④家庭・地域・学校との連携 

→保護者に参画する意識を持ってもらうことが大切、

保護者との個人面談や定例会（年５回）を行うなど

連携を密にしてきたことで指導員と保護者との信頼

関係ができている 

 

【工夫】 

工夫①宿題を終わらせてからでないと遊べない仕組み 

→子どもには酷！？いえいえ、これも教育です！学童

の子どもたちは自然と宿題をやる習慣がつきます 

工夫②季節の行事を取り入れる 

→節分の豆まき等知らない子どももおり、家庭では 

体験できないようなことを学童で体験できるように 

工夫③ルールでがっちり縛らない 

→指導員はルールを守れない子どもたちを統率するの

に苦悩していたが、指導員研修時に家庭にいるよう

な自由な時間を児童に提供することも大切だと気づ

いた 

工夫④言葉のコミュニケーション 

→例えば、ケンカしたときにやり返すのではなく、  

言葉を使って解決するように教育している 

＜学童クラブの課題は？＞ 

・保護者の負担 

公設の学童クラブの運営は、学童クラブに入所し

ている児童の保護者で組織される運営委員会に

委ねている 

→保護者から運営に対する負担の軽減を求める

声も少なくない 

・障がい等のある児童の受け入れ 

障がい等のある児童の受け入れを行っているが、

場合によっては受け入れできないケースもある 

→専門的な指導員の導入を図り、これらの児童の

受け入れ態勢を強化していく必要がある 

・放課後の子育てニーズの多様化 

→開所時間延長・土日の開所など 

・地域ぐるみでの活動 

地域や異世代交流促進を図り、地域での児童の 

健全育成を推進していかなければならない 



 

 

  

②地域における青少年健全育成（児童の見守りと青少年相談員） 

＜学校と各団体の連携による見守り活動＞ 

・児童の表情や生活状況の変化を俊敏に察知し、親身に相談に乗ってあげることが大切 

→学校から寄せられた虐待・ネグレクト（育児放棄）の情報に子育て支援課と連携して素早く対処し児童を  

保護できたケースもある 

・関係機関との連携が大切 

→子ども達の問題行動を防止するため、学校の職員、ＰＴＡ、ＰＴＡのＯＢ、青少年相談員、教育委員会等

が集まり連絡会議や夜間パトロールを実施した 

・子ども達は大人にかまって欲しい！？ 

→夜間パトロールで「夜は危ないから、早く帰りましょう」と声をかけると素直に答えてくれることも多く、

「地域の大人が見守ってくれているんだ」という意識を子ども達が持ってくれればプラスのサイクルと  

なっていくのではないか 

・非常時のみでなく日常的に子どもたちを見守る体制づくりが課題 

→各地区ごとにパトロールを実施しているが、情報を集約し、地区同士連携して効果的に活動していく必要

がある 

＜青少年相談員の活動＞ 

※相談員は主に小学校区で活動し、市全体では相談員で構成される青少年相談員連絡協議会として活動  

している 

・親子へらぶなつり大会（毎年ゴールデンウィークに開催） 

→親子のふれあいを促すことが目的で毎年多くの親子が参加している 

・少年少女綱引き・ドッジボール大会 

→スポーツを通して子どもたち同士の親睦と友情を深め、健康な体力づくりの推進を図ることが目的で  

こちらも多くの児童が参加している 

・相談員研修 

→相談員の資質向上のため、青少年関連の施設見学、市内各中学校の現状をテーマに各校の教頭先生を  

招いての討論会、救急救命講習など 

・地域活動（例：宿泊体験（富里小学校区定例行事）） 

→自転車店の協力で点検教室等の交通安全教室、環境保全活動団体からの学習、体育館で就寝 

＜青少年相談員の課題は？＞ 

・青少年相談員制度の周知が足りない 

→区長から推薦していただいているが、青少年相談員の任期は３年で、区長が１年交代の区にとっては推薦

した区長は把握していても次の区長に青少年相談員について情報がうまく伝わっていないケースがある 

・青少年相談員が選出される地域とされない地域との認識の温度差 

→旧来の区割りから推薦していただいているが、新しくできた住宅地は旧来の区から抜け、独立することも

あるため、青少年相談員が選出されず、活動に理解いただけないケースがある 



 

 日にち テーマ 

 

第４回 

 

１/２２（火） 

環境と市民協働 

「清潔で美しいまちづくり

のためのポイ捨てやごみの

散乱防止」 

それぞれ課題があるみたいだね。参加者の皆さんからは

どのような意見が出たんだろう。 

＜参加者からの意見＞ 

①青少年相談員について、区長にうまく理解してもらえていないのは、区長が１年交代である場合が多い 

ことが原因であると思う。区長に依頼する際にきちんと説明する必要がある。（市民活動団体 男性） 

②協働の観点から、それぞれの活動において市民の力を借りたいという場面はあるか。市民として関われる

ことを知りたい。（市民活動団体 男性） 

③教育相談をしているが、最近は家庭が家庭でなくなっていると感じる。学童クラブで熱心に指導している

ことを聞き、ありがたく思う。（市民活動団体 女性） 

④環境保全活動をしているが、子ども達に対して我々 にできることがあれば協力したい。子ども達にとって

は環境を意識する機会になるし、子ども達とふれあうことで自分たち団塊の世代にとっては生きがいにも 

なる。異世代の関わりをつないでいきたい。（市民活動団体 男性） 

注目すべきは②の意見！僕も自分にできることは何か探すためにこの講座に参加したん

だった、見習わないと！参加者の皆さんから「自分にできることは何か」といった意見

が出てきたということは、協働の意識が根付いてきた証拠だね。この意見に対して子育

て支援課の永田さんからは、地域の人で昔の遊び等を教えてくれる人がいれば、学童の

活動の一つとしてできるのではないかとのことで、今後学童クラブと市民の連携が期待

できるね。中村さん、参加者の皆さんの協働に対する意識が高まってきて嬉しいね！ 

そうだね、協働は実践しなければ意味がないから、参加者の皆さんからできることを模索

する意識が醸成されてきたのは喜ばしいことだね。 

実は④の意見に関して、講座が終わった後も学童クラブと団体さんとで話し合いが持たれ

ていたんだ。発表だけで終わらずに、しかも異分野でつながりができたことは素晴らしい

ことだね。次回は講座内でそういった流れができるとさらに良いね。 

そうだったんだ！昨今再生可能エネルギーの活用など環境問題が叫ばれる中、環境教育

によって次代を担う子ども達が環境保全の大切さを感じ取ってくれるといいね。 

それでは次回の講座のお知らせだよ。次回のテーマは「環境と市民協働」ということで、

一市民としてよりきれいなまちに住みたいと思ったら、環境問題は他人事ではなくなる

よね。環境問題は市全域で取り組まなければならない問題だと思うんだ。次回も皆で何

ができるか考えよう。 

1/21ＰＭ3：００までに市民活

動推進課へお申し込みください 

TEL(93―1117) 

 



  

３Ｒ（スリーアール）とは、リデュース

（Reduce）、リユース（Reuse）、リサイクル

（Recycle）の総称のこと。 

→誰でも簡単に実践できる！ 

資源の再利用！ 

～講座を通して、とみちゃんが協働を学びます～ 

「清潔で美しいまちづくりのための 

第４回 
協働のまちづくり講座 

ポイ捨てやごみの散乱防止」 
 

１月２２日開催 

参加者１０７名！ 

発行・問い合わせ 

市民活動推進課 

９３－１１１７ 

第４回目のテーマは「環境と市民協働（清潔で美しいまちづくりのためのポイ捨てやごみの

散乱防止）」ということで、環境課リサイクル推進班の飯田さん・飯岡さん・藤崎さん、   

街角花いっぱいボランティアグループ（以下「花ボラ」）代表の池田さんにそれぞれ取り  

組みを発表していただいて、参加者の皆で意見交換したよ。写真は花ボラさんの活動風景！

富里市の景観美化のために頑張っている人たちがいるんだね。今回の講座では市民にできる

ことがたくさんあったんじゃないかな。市民活動に取り組んでみよう！！ 

今回の講座は、市の取り組みとして（１）ごみ減量事業（２）美化推進事業、それから    

花ボラさんの活動についての内容だったけど、その前に家庭で簡単にできることとして 

３Ｒ運動というものがあったね。ごみ拾いなどのボランティアに余裕がなくて参加でき 

なくても、３Ｒを意識して生活することで誰でも環境へ配慮することができるね。 

  

  

ゴミを減らす！ 

繰り返し使う！ 

・ゴミを正しく分別 

・リサイクル製品を購入 

・フリーマーケット 

 などを活用 

・修理して長く使う 

・詰め替え品を買う 

・割り箸など使い捨て品を 

 使わない 



 

  ＜市の取り組み＞ 

（１）ごみ減量事業 

①資源回収運動による資源の有効利用の促進 

 資源回収運動とは、自治会等で資源物の回収場

所・日時を定め、回収場所へ持ち寄った資源物を  

資源回収業者へ引き渡す運動で、平成２３年度の 

実績として約９６３ｔの資源物を回収。 

②生ごみたい肥化容器等購入費の一部助成 

 生ごみたい肥化容器とは、生ごみをたい肥にし、

肥料として有効活用できるスグレモノ！密閉容器や

電気式のものがあり、購入者に対し一部助成を  

行っている。 

（２）美化推進事業 

①ゴミゼロ運動の実施 

 ５月３０日を中心にごみの散乱防止と再資源化の

促進を目的とした運動で、市民の皆さんが地域のご

みを拾い、行政が回収するという協働事業！平成 

２４年度の実績として９，８１０ｋｇのごみを  

クリーンセンターへ搬入。 

②アダプトプログラム（道路の里親制度）の推進 

 アダプトプログラムとは、市民や事業者などが 

富里市内の一定区間の道路を「養子」とみなして、 

「里親」として面倒をみる（清掃・美化活動）制度

であり、現在、富里市では８６団体（１，１４２人）

が参加している。 

→市では清掃活動に必要なトングや軍手、希望に  

 応じて団体名称等を記入した看板（アダプト    

 サイン）などを支給している 

③環境美化啓発活動の支援 

 市民団体の代表者や市政協力員・環境美化推進員

で構成された「環境美化推進協議会」が、環境美化

の精神を広く市民に普及することを目的に啓発活動

を行っている。その一つとして「ポイ捨て“ナイナ

イ”キャンペーン」があり、これはごみを拾うゴミ

ゼロ運動とは異なり、ごみを捨てさせない啓発活動。 

→平成１２年にはポイ捨て防止条例が施行され、   

 平成１９年には同条例に罰則規定が設けられた 

＜花ボラの紹介＞ 

☆設立の経緯 

 中央公民館主催事業の花壇教室がきっかけで、

平成１０年３月に設立 

☆団体の構成 

・植栽部門（花植え）７７名 

・花苗育成部門１２名 

☆活動内容 

・市内８ヶ所にある花壇やプランターに自ら     

 育てた季節の花を植栽 

→花を植えることでポイ捨ての抑止力になる 

→花の水遣りには花壇の近隣の事業者や個人が  

 協力してくれている 

・リサイクルフェアに参加し、活動のＰＲや       

 花苗などを販売 

→バザーでは、花ボラが枯葉から作った腐葉土  

 は作物の育ちが良いと評判！ 

☆活動を通して感じること 

・花作りも体力勝負！きれいな花を咲かせる   

 ために夏の暑さ、冬の寒さにも負けない！ 

・花植えは誰にでもでき、仲間づくりができる 

・活動で学んだことを、他の活動にも活かし、 

 活動を広げていきたい 

 

＜今後の課題＞ 

①市の課題 

・未だにごみのポイ捨てや不法投棄が無くならない 

 のが現状 

→放置されたごみが更なるごみのポイ捨てや不法   

 投棄を誘発している 

・ポイ捨て防止条例の啓発、各種事業の推進 

・不法投棄の監視や民有地の適正管理を依頼する  

 など、市民・事業者との協働が必要 

②花ボラの課題 

・メンバーの高齢化 

・特に男性の会員が少ないため、力仕事ができない 

→軽自動車の運転や花の配達など、できる範囲で良い  

 ので一緒に活動に参加してほしい 



 

  
市では様々 な事業を展開しているけど、まだまだごみのポイ捨てや不法投棄はなくならな

いみたいだね。参加者の皆は何かいいアイデアを持ってないかな？ 

花ボラさんは講座がきっかけで立ち上げた団体なんだね！協働のまちづくり講座でも 

市民活動団体が立ち上がるといいな～。 

＜参加者からの質問＞ 

Ｑ.自分にも花ボラに協力できることがあるかもしれないので、花の植栽・育成について、年間スケジュール  

 を教えてほしい（市民活動団体 男性）。 

Ａ.植栽は年２回、活動できないときがあっても、花ボラは一人でやるものでなくグループの中でカバーして  

 活動している。 

Ｑ.不法投棄が目立つように思うが、どの様に処理するのか。見つけたら市へ連絡してほしいとのことだが、 

 民有地については市では対応が難しいはず。市でカバーできないことを市民とやっていこうというのが協働 

 だと思う（市民活動団体 男性）。 

Ａ.民有地については、原則として土地の管理者に連絡を取り処理をお願いしているが、個人での対応が難しい

場合は、相談に応じて対処している。危険物や不法投棄者を特定できるごみについては、警察の協力を得て  

対処している。 

 

＜参加者からの意見・提案＞ 

①市民は民有地かどうかわからないため、ＨＰなどで民有地かどうかわかれば協力できることがあるかもしれ 

 ない。また、学校区で民有地を管理できないだろうか。学校区で注意を払っていれば、土地所有者に対して 

 注意することができる（市民活動団体 男性）。 

②アダプトプログラムについて初めて知った、良いアイデアだと思う。ＣＳＲ（企業の社会的責任）の一環 

 として関心の高い企業はたくさんあるのでは（市民活動団体 男性）。 

③アダプトプログラムを１０年続けているが、ただごみを拾うだけでなく参加者との会合など楽しみながら 

 行うのが継続の秘訣（市民活動団体 男性）。 

④団体を立ち上げた当時は、環境課の職員と一緒に研修を受け、環境について学び協働で事業をしていたよう 

 に思う。昨年の夏には市庁舎へのグリーンカーテンを他団体と協働で実施した。環境分野は協働でやって 

 いけることはたくさんある（市民活動団体 女性）。 

⑤民有地に対し行政が手出しできないからといって、何もしないでいいわけではなく、この場で何ができるか 

 市民と考えていかなければならない（防犯指導員 男性）。 

⑥第一小学校区では、区長・環境美化推進委員会など３０人程が自主的に不法投棄が多い場所を回収している。 

 （市民活動団体 男性）。 

⑦ごみのポイ捨てや不法投棄の現場写真を市民が撮影し、それに対して報奨金を与える制度などがあればポイ 

 捨てや不法投棄の抑止力となるのではないか（市民活動団体 男性）。 

⑧アダプトプログラムに参加している。始めた当初はゴミ袋１４袋分集まったが、最近では２袋分にまで 

 減ってきた（市民活動団体 男性）。 

民有地の物を勝手に処分すると係争問題に発展することもあるから難しいよねぇ・・・

行政が常に現場を把握することは不可能だから、学校区で民有地を管理するというのは

協働事例として良いアイデアではないかな。 

それでは関谷先生、今回の講座のポイントをお願いします。 



 

 日にち・時間 テーマ 場所 

 

第５回 

 

2/26（火） 

18：30～20：30 

安心・安全と市民協働 

「地域で活動している防災 

 関係団体の現状と課題」 

富里中央公民館 

４階大会議室 

 不法投棄について、参加者から行政に対する手厳しい意見があったけれど、行政は  

法令に縛られるのが宿命で、今回は行政だけではできないことが明らかになったね。  

行政だけではできないことを市民がどうカバーできるか、市民に責任を持って担っても

らえることは何かを行政と市民で一緒に考え、協働で取り組んでいく必要があるね。  

行政が評価せざるを得ないような活動を市民がしていけば、行政も市民にどんどん託す 

ことができると思うよ。 

 それから市民に町をきれいにしたいという美意識がどれだけあるかが大切。通報者へ

の報奨金付与などのアイデアも出たけれど、ポイ捨てをさせないという雰囲気作りも 

市民にできることだね。このように市民にできることや市民のアイデアを持ち寄って 

地域の課題を解決していけるといいね。 

 行政だけでごみ問題に対処することはできないから、市民一人一人が町をきれいに 

したいという思いを持つことが大切だね。まずは３Ｒから始めよう！ 

 それでは、次回の講座のお知らせだよ。次回のテーマは「安心・安全と市民協働」と

いうことで、地域で様々な防犯・防災活動をしている人たちに取り組みを発表して  

もらうよ。誰もが安心・安全に暮らせるようにするにはどうすればいいのか次回も皆で

一緒に考えよう！ 

＜今回の講座風景＞ 

＜ 次回の講座 ＞ 

2/25ＰＭ3：００までに市民活

動推進課へお申し込みください 

TEL(93―1117) 

 



 

  

～講座を通して、とみちゃんが協働を学びます～ 

第５回協働のまちづくり講座 
「安心・安全と市民協働」 

２月２６日開催 

参加者１１２名！ 

発行・問合せ 

市民活動推進課 

９３－１１１７ 

第5 回目のテーマは「安心・安全と市民協働（地域で活動している防災関係団体の

現状と課題）」ということで、消防本部消防総務課の齋藤さんと消防団副団長の大澤

さん・相川さん、それから市民活動推進課の島田さんと日吉台小学校区防災連合会 

会長の金子さん・副会長の粟飯原さんにそれぞれ取り組みを発表していただいて、 

参加者の皆で意見交換をしたよ。僕たちが安心・安全に暮らせるように、陰で支えて

くれている人たちには頭が下がるね。どんな取り組みをしてるんだろう。 

今回の講座は、（１）古くから地域で活動している消防団の取り組みと（２）近年発生

している大規模災害に対し、地域住民が連携して防災・減災を目指す自主防災組織の 

取り組みについての内容だったけど、組織は違っても目指すところは市民の安心・安全、

既存の組織と新たな組織の連携強化が地域防災力向上のカギだね。初めて聞く人もいる

だろうから、それぞれどんな組織なのかおさらいしよう。 

＜消防団って？＞ 

本業を持ちながらも、「自らの地域は自らで守りたい」と

いう思いを持った市民で組織された非常備の消防機関。 

火災時の初期消火・残火処理のほか、大規模災害時には

住民の救助・避難誘導や広報（大津波警報を伝えるなど）

活動などを行う。団員の身分は非常勤の公務員。 

常勤の消防本部（消防署）と連携して消防活動にあたる。 

 

 
＜自主防災組織って？＞ 

地域で連携し防災活動に取り組む組織。特に大規模災害

により行政の救助が期待できない事態に備え、地域住民

が連携し地域の被害を最小限に抑えることが目的。 

災害への備えとして防災知識の普及啓発・防災訓練を 

実施し、災害時には住民の救助・避難誘導や避難所の  

運営などを行う。 

 

 

 

 

【出初式にて整列する消防団員】 

【防災訓練実施に向けた会議の様子】 



 

  消防団は本業の消防士ではなくて、有志の地域住民たちで成り立っているんだね。 

平成2３年3月11日に発生した東日本大震災の時には、被災地では消防団や自主防

災組織の活躍によって多くの命が救われた一方で、住民の避難誘導・救助活動中に亡

くなられた消防団員も多数いたんだ・・・犠牲者を出さないためにも、自分の命を守

るためにも、日ごろから地域住民が災害への備えを万全にしておくことが大切だね。 

（１）消防団について 

＜消防団の組織＞ 

市内には地域ごとに分団が存在（第一分団～第十九

分団）し、近場の分団と連合を組織（第一連合分団

～第六連合分団）し、各分団協力しながら消防活動

などを行っている。 

＜消防団の取り組み＞ 

①火災出動 

火災や災害が発生した時は、消防本部から指令を 

受け、各分団の消防機庫に配置されている消防ポン

プ車などを運転し、最も早く現場に駆けつけ、消防

署と協力して消火活動・人命救助・避難誘導などを

行っている。 

②平常時の活動 

・各種訓練 

→連絡を受けてから指定された場所に速やかに集る 

 招集訓練や隊列訓練・救命講習など日頃から行い、 

 災害時に素早く行動できるように訓練している。 

・警戒活動 

→強風時に火災予防啓発をする警戒活動・歳末警戒、 

 春と秋の火災予防運動などで火災予防への意識を 

 高める。 

・消防操法大会 

→消防ポンプ車・小型ポンプの操作の正確さ、速さ 

 などを競い、消防技術の向上を図る。 

・消防出初式 

→出初式の起源は、江戸時代に発生した明暦の大火 

 （１６５７年）からの復旧にあたる人々 を、火消 

 し（消防士）たちが年始に隊列を組んで「出初」 

 を行い、気勢を上げ人々 に希望を与えたことから 

 始まり、それ以降現在まで受け継がれている。 

＜消防団の課題＞ 

団員の減少（被雇用比率の上昇） 

→自営業者や農業者の団員が減少し、会社に 

 勤務する団員の比率が高くなっているため、 

 雇用者は火災時などに出動しづらい。 

→対策として、市消防では「消防団協力事務所 

 表示制度」を導入したりしているが、企業側 

 は理解はできても運用が難しいのが現状。 

＜消防団活動を通して感じる思い＞ 

・火災現場でいち早く駆けつけ、消火活動に 

 あたり、地域の方からねぎらいや感謝の言葉 

 を言われると消防団員として活動していてよ 

 かったと心が報われる。 

・「自分さえよければよい」という考えの人が 

 増えているが、地域防災力を向上させるため 

 には、個人や地域の力を持ち寄り、横の連携 

 を強化することが大切。 

・消防団員は、地域では消防活動以外でも様々  

 な役職が付いてまわる。 

→「あの人は好きでやってるんだから」などと 

 言われることも多いが、「地域のために自分が 

 やらなければならない、地域の力になりたい」 

 という思いから活動しているということをわ 

 かってほしい。 



 

  （２）自主防災組織について 

＜地域防災計画における位置づけ＞ 

地域防災計画とは、市域の防災に関する業務や対策

などを定めた総合的な計画であり、震災編・風水害

編・大規模事故編などで構成され、震災編において

自主防災組織の役割について以下のように記され

ている。 

①防災組織の編成及び任務分担の確認把握に関す 

 ること 

②情報の収集伝達に関すること 

③避難誘導、救出救護、避難所の運営に関すること 

④被災者に対する炊き出し、救援物資配布等の協力 

 に関すること 

⑤県、市が行う被害状況調査等の災害対策への協力 

 に関すること 

 

震災直後は、行政の支援（公助）が期待できな

いこともあるため、地域住民の連携（共助）に

基づいた自主防災組織の位置づけは極めて 

重要であるといえる。そのため、市では小学校

区を一つの単位とした自主防災組織を、すべて

の小学校区で結成されるよう、支援している。 

＜日吉台小学校区防災連合会の取り組み＞ 

①防災連合会結成の経緯 

元々 自治会連合での防災部はあったが、東日本大

震災を契機に、災害から地域を守るためには日頃

からの防災意識と地域のつながりが重要である

と実感し、平成２３年５月に日吉台小学校区防災

連合会を結成した。 

日吉台には消防署北分署があるため、消防団が 

存在しなかったが、小学校区の自主防災組織を 

結成したことで、消防団第一分団（日吉倉・日吉

倉新田）とつながりができた。 

②防災連合会の組織 

防災連合会の円滑な運営・目的達成のために運営

委員会を組織し、運営委員会は役員会と防災  

マニュアル班・防災マップ班・避難所体制班・  

イベント班・防災倉庫班の５つの小委員会から 

なり、それぞれ任務を分担して取り組んでいる。

ただし、防災訓練のように全員が関わるものに 

ついては協力体制で取り組む。 

③総合防災訓練 

日吉台小学校区防災連合会が主催し、市・消防関

係者・自衛隊・警察などの協力を得て平成２４年

１０月７日に実施。徒歩避難訓練、名簿作成訓練、

炊き出し・配給訓練、防災倉庫の説明など内容は

多岐にわたり、当日は１，２００人を超える地域

の皆さんが参加した。 

 

総合 

防災訓練の 

様子 



 

 ＜参加者からの質問＞ 

Ｑ．第一小学校区の協議会でも防災訓練を行っているが、小学校区の防災訓練は市内何か所の地区で行っ 

  ているか。また、その内容は（第一小学校ＰＴＡ 女性）。 

Ａ．日吉台、第一、根木名の３つの小学校区で実施した。七栄小学校区では現在実施検討中。日吉台小学 

  校区は前述のとおりで、第一小学校区では体育館に宿泊での避難所運営訓練を地域・小学校・ＰＴＡ 

  など第一小学校区協議会で実施、根木名小学校区では自治会の皆さんで実施した。 

Ｑ．災害時要援護者支援プランについて触れられなかったが、要援護者への支援や情報の提供について 

  今後市や民生委員はどのように連携し、対応していくのか教えてほしい。（民生委員 男性） 

Ａ．現在、災害時要援護者の登録を手挙げ方式（自己申告）にて募ったところで、今後も検討していく。 

Ｑ．火災時に市民でも消火栓を使用できるか。市民の役割をどのように整理するか（市民活動団体 男性）。 

Ａ．地域の防災訓練のメニューに消火栓の取り扱いやＡＥＤの使用法・救急救命訓練なども入れてもらい、 

  災害時に市民にもできることを市民と消防で共に訓練をして地域防災力の向上を図れればと思う。 

Ｑ．市民にこれだけはしないでほしいということがあれば教えてほしい（市民活動団体 男性）。 

Ａ．消火栓・防火水槽の上や分団機庫前に駐車することは、活動の妨げとなるので絶対にしないでほしい。 

＜参加者からの意見・提案＞ 

①火災があった時に、市民には路上駐車を見つけても強制的に移動させる権限がないため、自治会に対し 

 権限を与えてはどうか。（市民活動団体 男性）。 

②東日本震災の時に、半袖で体育をしていた児童たちが建物倒壊の恐れから上着を取りに行けず、寒そう 

 でかわいそうだった。市民が校舎に入っていくことは断られてしまったため、代替案として子ども達の 

 ためにもプールの更衣室などを着替え場所にしてはどうか（市民活動団体 男性）。 

→防災倉庫に毛布を備蓄してあるため、今後は活用できる。 

消防団と自主防災組織がどのような取り組みをしているかわかったかな。 

昨今は仕事と消防団活動の両立が難しくなってきていて、その上消防団の他に地域

での役割があるというのは負担が大きいのではないかな。市民がどれだけ消防団の

活動を理解するか、消防団に任せてばかりでいいのか、自分たちにできることを   

考えていかなければならないね。 

消防の縦の指揮命令系統は明確だけど、今後は消防団も自主防災組織もどれだけ  

地域での横の連携が取れるかが課題となってくるね。震災時に誰が何をやるかは  

計画通りにはいかず、日頃からの横のつながりが想定外をカバーすることができる

と思う。「どこどこが担当することになっているはず」という無責任な認識ではなく、

皆で力を合わせて防災活動に取り組まなければならないね。 

また、行政と市民の役割分担も大事だけれど、公私の線引きをしすぎると臨機応変

に動けなくなってしまうから、お互いをカバーできるようなルールがあるとよいね。 

 

 

 

 

 

 

 

さて、次回のお知らせだけれど、次回で協働のまちづくり講座も

最終回！皆協働についてだいぶ詳しくなったんじゃないかな.。  

次回は今までの総まとめの他、講座４回以上参加の受講者への修

了証授与式と参加者交流会を行うよ。ぜひ参加してね！ 
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